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読売広告社 伊藤英典が

2018年「クリエイター･オブ･ザ･イヤー メダリスト」を受賞

株式会社読売広告社（本社：東京都港区代表取締役社長：藤沼大輔）は、この度、2018年「クリエイター･オブ･

ザ･イヤー賞」のメダリストに、弊社クリエイティブ局伊藤英典が選ばれましたことを、ご報告いたします。

一般社団法人 日本広告業協会（JAAA）が主催するクリエイター･オブ･ザ･イヤー賞は、日本広告業協会の会員社

の中から、2018年度に優れたクリエイティブワークを行ったクリエイター個人を表彰するもので、1989年の立ち上げ以来、

今回で30回を数えます。

今回「クリエイター･オブ･ザ･イヤー メダリスト」に選ばれた伊藤英典のクリエイティブは、TVCMからSNSまで、広い分野に

わたるコミュニケーションが必要とされる時代において、企業と社会との関係を真剣に考えた誠実なコミュニケーションが評価

されました。

報道関係各位

株式会社読売広告社
東京都港区赤坂5丁目2番20号

【受賞コメント】

本件に関するお問い合わせ先

■本リリースについて
総務局 担当：富永・横田 Tel. 03-5544-7104

会社概要

株式会社読売広告社
■代表者 ：代表取締役社長 藤沼大輔
■所在地 ：東京都港区赤坂5-2-20 赤坂パークビル

伊藤 英典（いとう ひでのり）

株式会社 読売広告社

クリエイティブ局 第2CRルーム クリエイティブディレクター

多くの方々のおかげで、今回の賞をいただくことができました。

ありがとうございます。

企業が伝えたいこと。社会が聞きたいこと。

両者にはズレが生じがちですが、

その間に、両者から必要とされるコミュニケーションを探しだす。

いつも心掛けていたことです。

今回の受賞を励みに、

今後、広告のカタチがどう変化しても

必要とされるコミュニケーションを、探し続けたいと思います。


